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　近年、社会の変化が加速度を増し、これまでとは「非
連続」と言えるほど劇的に変わる状況が生じています。
新型コロナウイルス感染症の感染拡大をはじめとする
社会の急激な変化のなかで、子ども一人一人が自分の
よさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値
のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら
様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、
持続可能な社会の創り手となることができるよう、その
資質・能力を育成することの大切さが唱えられています。
　こうした状況にあって、すべての子どものウェルビー
イング（幸福）を実現するため、生涯にわたる人格形
成の基礎を培う重要なものとしての乳幼児期の保育（養
護と教育の一体的な展開）に求められるものは何か。
どのようにすれば、すべての子どもの「保育を受ける権
利」を保障することができるのか、また、専門職として
子どもの心身ともに健やかな育ちに関わる保育の実践
者・研究者をめぐる状況と課題はいかなるものである
のかが問われています。
　本大会は、「保育を創る，未来を拓く～保育学の創
造をめざして～」をテーマに、予測困難で先行き不透
明な未来を切り拓く主体的で創造的な保育のあり方に
ついて、実践的かつ理論的な側面から模索していきた
いと考えています。「保育実践から学ぶ」、「保育のエビ
デンスを積み上げる」を共通のスローガンに、保育の

実践と理論のしなやかな往還（交流）を通して、保育
実践を支える保育学の「学としての創造」をめざしてい
きたいものです。
　主な内容として、大会記念の基調講演『「いらない
赤ちゃん」「いてもらっては困る赤ちゃん」を救えるの
か？』（蓮田 健氏）をはじめ、学会企画シンポジウム
や国際シンポジウム（国際交流委員会・OMEPとの共
同）、実行委員会企画シンポジウム、自主シンポジウム、
口頭発表、ポスター発表などが予定されています。
　今大会は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防
止の観点から、オンライン開催とすることにいたします。
熊本県内の保育者養成校教員を中心に、九州・沖縄
地方の理事・評議員や九州・沖縄各県の保育実践者・
研究者、保育行政機関などの協力を得て、「九州・沖縄
が一つ」となった大会を作り上げていくべく関係者一同
奮闘しています。会員の皆様の多数のご参加をお待ち
いたしております。

第76回大会実行委員長　伊藤　良高
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 1．大会記念 基調講演　蓮田 健氏（医療法人聖粒会慈恵病院　理事長兼院長）

　 　　　　　　　　　　「いらない赤ちゃん」「いてもらっては困る赤ちゃん」を救えるのか？

 2．社員総会

 3．学会企画シンポジウム

 4．国際シンポジウム

　　（国際交流委員会・OMEPとの共同）

 5．実行委員会企画シンポジウム

 6．自主シンポジウム

 7．口頭発表

 8．ポスター発表

※学会企画及び大会企画等に関しましては、
　大会終了後～ 7月末まで一部オンデマンド
　配信にて公開予定です。

日本保育学会第76回大会ホームページ
http://confit.atlas.jp/hoiku76
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年 1.  自主シンポジウム P.4 2.  口頭・ポスター発表 P.5 3.  大会参加のみ P.6

※必須条件
10月25日（火）～11月14日（月）
大会参加・企画申込・発表申込登録期限 大会参加登録後、企画

登録並びに研究発表登
録を忘れずに行ってく
ださい。

注意

注意 9月30日（金）までに、日本保育学会HP上の会員専用ページにログインし、学会に登録している
メールアドレスに変更や誤りがないかを確認してください。

筆頭企画者・その他の登壇者ともに
2022年度学会年会費の納入期限

9月30日（金）  ※必須条件

大会参加費、発表登録費、
自主シンポジウム開催登録費
非会員登壇者の大会参加費

振込期限

11月30日（水） 
※必須条件（p.7参照）

開催可否の結果を
筆頭企画者に通知（E-mail）

11月下旬

筆頭企画者論文集原稿登録開始
12月20日（火）

発表可否の結果を
筆頭発表者に通知（E-mail）

11月下旬

大会参加費、発表登録費振込期限

11月30日（水）
※必須条件（p.7参照）

筆頭企画者の原稿登録〆切

1月10日（火）
※必須条件

筆頭発表者の原稿登録〆切

1月10日（火）
※必須条件

早期参加登録の申込期限
早期参加登録費の振込期限

2月28日（火）
※必須条件

発表形式確定（口頭/ポスター）
筆頭発表者論文集原稿登録開始

12月20日（火）

2022年

2023年

筆頭発表者・連名発表者ともに
2022年度学会年会費の納入期限

9月30日（金）  ※必須条件

早期参加登録希望者
2022年度学会年会費の納入期限

9月30日（金）  ※必須条件
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１.  自主シンポジウムを申込される方

●筆頭企画者が日本保育学会正会員であることを確認してください。
●筆頭企画者は、 2022 年度学会費（年会費）を 2022 年 9 月 30 日（金）までに納入してください。
●筆頭企画者以外の登壇者（正会員）も 2022 年度学会費（年会費）を 2022 年9 月 30 日（金）までに納入してください。
●筆頭企画者は、期限内に大会参加と自主シンポジウムの申込を行ってください。申込は大会ホームページに記載の申込
　サイトから行ってください。申込にはメールアドレスによる会員認証が必要です。 2022 年 9 月 30 日（金）までに年会費を
　納入していない場合は申込に進むことができません。
●申込サイトのアカウント登録後、日本保育学会に登録されているメールアドレスをご入力いただくと、会員認証のための
　認証コードが送信されます。メールが届かない場合は、迷惑メールフォルダも併せてご確認ください。
●筆頭企画者は、自主シンポジウムの申込に際して、他の登壇者の情報（氏名、所属機関、会員ID）を入力する必要があり
　ます。事前に登壇者にご確認の上、ご入力ください。なお、非会員の登壇者については会員ID の入力欄に「99999999」
　とご入力ください。
●筆頭企画者以外の登壇者（正会員）は、期限内に大会参加の申込を行ってください。
●自主シンポジウムにおける登壇は、 1 人につき 1 件です。他の自主シンポジウムの企画者や司会者、話題提供者、指定
　討論者等になることはできませんのでご注意ください。
●自主シンポジウムの申込期限（ 11 月 14 日）後のタイトルや登壇者の変更はできません。

● 2022 年 11 月下旬に、筆頭企画者に E-mail にて結果を通知します。

●自主シンポジウムの原稿は、大会ホームページからフォーマットをダウンロードし、執筆要領に従って作成してください。
　詳細は、第2号通信（E-mail にて送信）をご確認ください。

●筆頭企画者とその他の登壇者（正会員）は、 2022 年 11 月 14 日（月）までに大会参加申込登録を大会ホームページより
　行ってください。
●開催を許可された筆頭企画者は、自身の大会参加費＋発表登録費、自主シンポジウムの開催登録費、非会員の登壇者の
　大会参加費（ 1 人 9,000円）を合わせて 2022 年 11 月 30 日（水）までに納入してください。
●筆頭企画者以外の登壇者（正会員）は、自身の大会参加費を 2022 年 11 月 30 日（水）までに納入してください。

【開催資格について】

【自主シンポジウムの申し込みについて】

【開催可否の結果の通知】

【自主シンポジウム原稿の登録】

【大会参加登録と諸費用の納入（期限厳守）】

自主シンポジウムの開催においては、以下の条件を満たす必要があります。なお、連名登壇者には非会員でもなることが
できますが、大会参加費の納入を筆頭企画者が行う必要があります。

申込や原稿提出、費用納入の期限を過ぎた場合には受付できませんのでご注意ください。なお、申込が 50 件を大きく超え
た場合には抽選を行いますので、その結果によっては開催できないことがあります。

□①筆頭企画者が正会員である。
□②筆頭企画者が 2022 年 9 月 30 日（金）までに 2022 年度学会費を納入している。
□③筆頭企画者以外の登壇者（正会員）が 2022 年 9 月 30 日（金）までに 2022 年度学会費を納入している。
□④筆頭企画者が 2022 年 11 月 14 日（月）までに、自主シンポジウム申込登録・大会参加申込をしている。
□⑤筆頭企画者およびその他の登壇者（正会員）が 2022 年 11 月 14 日（月）までに大会参加申込登録をしている。
□⑥筆頭企画者が 2022 年 11 月 30 日（水）までに自身の自主シンポジウム開催登録費、大会参加費＋発表登録費、および
　非会員の登壇者分の大会参加費を納入している。
□⑦筆頭企画者以外の登壇者が 2022 年 11 月 30 日（水）までに大会参加費を納入している。
□⑧筆頭企画者が 2023 年 1 月 10 日（火）までに原稿登録をしている。
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２.  口頭発表・ポスター発表を申込される方

【発表資格について】

【研究発表の内容に関する条件】  

【研究発表の申込について】

発表者は、以下の条件を満たす必要があります。

※発表条件は日本保育学会「大会研究発表に関する規定（http://www.jsrec.or.jp/?page_id=47）」に従っています。

発表者は、発表する内容について以下の条件を確認し、遵守してください。

□①正会員である。
□②筆頭発表者と連名発表者が 2022 年 9 月 30 日（金）までに 2022 年度学会費を納入している。
□③大会参加申込および発表申込登録を 2022 年 11 月 14 日（月）までに済ませている。
□④筆頭発表者が 2022 年 11 月 30 日（水）までに大会参加費 +発表登録費を納入している。
□⑤連名発表者が 2022 年 11 月 30 日（水）までに大会参加費を納入している。
□⑥筆頭発表者が発表論文集原稿を 2023 年 1 月 10 日（火）までに登録している。

□①研究発表は、未発表のものに限る。
□②研究発表は、日本保育学会の倫理綱領をふまえ、個人の責任において行う。
□③研究発表は、発表論文集に原稿を掲載し、当日の在席時間帯に在席し、かつ研究発表を行い、質疑応答や討論に参加
　　することで、正式な発表として認められる。
□④筆頭発表は 1 人 1 回に限る。連名発表は筆頭発表を含め 3 件まで認められる。
□⑤ 1 つのテーマについて、一連の発表をする場合には、 2 発表までとする。
□⑥ 1 発表は、筆頭発表を含め 10 名を発表者の上限とする。
□⑦口頭発表・ポスター発表が、日本保育学会研究奨励賞の対象になる。

申込や原稿提出、費用納入の期限を過ぎた場合には受付できませんのでご注意ください。なお、条件をすべて満たしていた
としても、申込件数が口頭 200 件、ポスター 800 件を大きく超えた場合には抽選を行いますので、その結果によっては発
表できないことがあります。

●筆頭発表者も連名発表者も発表者は全員、2022年度学会費（年会費）を 2022 年 9 月 30 日（金）までに納入する必要
　があります。
●筆頭発表者は、期限内に大会参加申込および研究発表の申込を行ってください。連名発表者は、期限内に各自で大会参加
　の申込を行ってください。大会参加申込および研究発表の申込の期限は、 2022 年 11 月 14 日（月）です。
●大会参加申込と研究発表の申込は、大会ホームページに記載の申込サイトから行ってください。申込にはメールアドレス
　による会員認証が必要です。 2022 年 9 月 30 日（金）までに年会費を納入していない場合は申込に進むことができま
　せん。
●申込サイトのアカウント登録後、日本保育学会に登録されているメールアドレスをご入力いただくと、会員認証のための
　認証コードが送信されます。メールが届かない場合は、迷惑メールフォルダも併せてご確認ください。
●筆頭発表者は、研究発表の申込の際に、連名発表者の情報（氏名、所属機関、会員ID）を入力する必要があります。事前
　に連名者にご確認の上、ご入力ください。また、申込時には、研究の発表区分を選択する必要がありますので、次ページ
　（P.6）に示した「研究の発表区分」一覧の中から選んでください。
●筆頭発表者は、研究発表申込の際に、口頭発表かポスター発表のいずれかを選んでください。必ずしもご希望に沿えない
　場合がございますので、予めご了承ください。
●申込数が予定数を大きく超過した場合には、発表形態の変更が可能な方の調整をした上で、さらなる調整が必要となる
　場合には抽選を行います。抽選の結果として、発表資格や条件を満たしていても発表できないことが生じうることについて、
　ご理解とご協力をお願いします。
●研究発表は、筆頭を含め 3 件までです。 3 件を超えて申し込まれることのないよう注意してください。　
●研究発表の申込期限（ 11 月 14 日）後のタイトルや発表者の変更はできません。
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３.  大会参加のみを申込される方

【研究の発表区分】
発表申込登録に際しては、以下の中から発表区分を選んでいただく必要があります。

【大会参加費および発表登録費の納入（期限厳守）】
●筆頭発表者は、 2022 年 11 月 30 日（水）までに大会参加費＋発表登録費を納入してください。
●連名発表者は、 2022 年 11 月 30 日（水）までに大会参加費を納入してください。

【発表原稿の登録】

【大会参加の申込および大会参加費の納入について】

●発表原稿は、大会ホームページからフォーマットをダウンロードし、執筆要領に従って作成してください。詳細は、第2号
　通信（E-mail にて送信）をご確認ください。

●大会参加のみの事前申込は、 2022 年 10 月 25 日（火）～ 2023 年 2 月 28 日（火）までに行ってください。申込は
　大会ホームページから行ってください。申込には、メールアドレスによる会員認証が必要です。 2022 年 9 月 30 日（金）
　までに年会費を納入していない場合は申込に進むことができません。
●申込サイトのアカウント登録後、日本保育学会に登録されているメールアドレスをご入力いただくと、会員認証のための
　認証コードが送信されます。
●大会参加費納入は、 2023 年 2 月 28 日（火）までに行ってください。 大会参加費の納入期限を過ぎた場合は、早期参加
　登録はキャンセルとなりますので、ご注意ください。

01 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

08 

09 

10 

保育思想・保育理論・保育史など

保育制度・保育行財政など

発達論・心身の発達など

教育計画・保育計画・指導計画・評価など

保育内容（保育内容総論・遊び）など

保育内容（健康・人間関係・環境・言葉・表現）

保育方法（保育方法論・保育形態・幼児理解）など

保育環境・保育教材など

乳児保育（0.1.2歳児保育）など

障害児保育・障害のある子どもを含む保育など

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

児童文化・児童文化財など

保育者の資質能力・保育者の専門性など

保育専門職の養成など

家庭保育・家庭及び地域の連携・子育て支援など

児童福祉・児童の人権など

幼保一体化・幼保小連携など

多文化教育・異文化理解・ジェンダーなど

保育マネジメントなど

小児保健・小児栄養など

発表件数の制限について（重要）

会場の都合により、開催予定数を以下のように設定し、申込件数が大幅に超えた場合には抽選を行います。

・自主シンポジウム　50 件　⇒　　2022年11月下旬に筆頭企画者に開催可否の通知を出します。　
・口頭発表 200件　
・ポスター発表 800件　

2022年11月下旬に筆頭発表者に発表可否の通知を出します。｝
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諸費用について

●大会参加費は、大会発表論文集アクセス権込みの価格です。なお、今大会より発表論文集はダウンロードのみの対応です。　
　CD-ROMの発行はいたしませんのでご了承ください。
●参加証・領収書は大会ホームページ「参加者登録サイト」内より全てオンラインにて発行されます。
　※参加証・領収書の送付はいたしません。

●直前参加登録は、4月1日より参加登録開始予定です。
　直前参加登録の方（非会員）は、大会当日までに大会プログラムがお手もとに届かない可能性がございます。

※ 大会参加費等の支払いは、申込画面の指示に従ってお支払いください。

◆参加費・登録費　

◆支払方法

※自主シンポジウム登壇者、口頭・ポスター発表者は全員、早期参加登録が必要です。

①大会参加費
　※大会発表論文集（アクセス権）付

②発表登録費

自主シンポジウムの筆頭企画者
自主シンポジウムの連名登壇者
研究発表の筆頭発表者
研究発表の連名発表者
大会参加のみ（発表なし）の者

自主シンポジウムの筆頭企画者
研究発表の筆頭発表者

筆頭企画者（開催許可後に納入してください）

筆頭企画者（開催許可後に納入してください）

￥10,000

￥10,000

ー

￥9,000

￥3,000

ー￥30,000

ー

ー

￥5,000ー

￥9,000

費 用 支払対象
早期参加登録

（10月25日～2月28日まで）
直前参加登録
（4月1日以降）

金 額 金 額

　※大会発表論文集（アクセス権）付
⑥非会員（学生）参加費

　※大会発表論文集（アクセス権）付
⑤非会員大会参加費

　※大会発表論文集（アクセス権）付
　非会員登壇者の大会参加費
④自主シンポジウム

③自主シンポジウム開催登録費

区　分 支払方法

早期参加登録
クレジットカード払い

銀行振込

直前参加登録 クレジットカード払いのみ
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問い合わせ先

一般社団法人　日本保育学会事務局からのお知らせ

☆ 2022 年度までの学会年会費　7,000 円/ 年を期限までに納入してください。
　振込用紙を紛失された方は、郵便局に備え付けの「払込取扱票（青色）」にて下記口座へ振り込んでください。

☆新入会ご希望の方
  入会申込は、学会ホームページ「入会希望の方へ」の内容に従い、手続きしてください。
  入会手続き完了までには、1 か月程度かかります。

内 容 期 間 方 法 

自主シンポジウム開催の可否および
無資格者への不受理に関する通知 2022年11月下旬 E-mail

2022年11月下旬 E-mail

2022年11月下旬 E-mail
大会ホームページへの掲載

2022年12月20日 E-mail

2023年4月下旬 学会正会員に郵送

2023年4月下旬
大会ホームページ

「参加者登録サイト」から
ダウンロード

口頭・ポスター発表申込の不受理に関する通知

第2号通信

発表形式確定（口頭/ポスター等）

大会プログラム

大会発表論文集、参加証、領収書

〒812-0011 福岡市博多区博多駅前1-2-5
TEL：092-432-4020〔受付時：平日10：00～17：00（休：土・日・祝日）〕
E-mail: hoiku76@mwt.co.jp

一般社団法人日本保育学会第76回大会　運営事務局
名鉄観光サービス株式会社 福岡支店

学会年会費納入先
　　口座記号・口座番号　00190-8-67755
　　加入者名　日本保育学会
　　備考欄　　20XX年度　年会費として

〒102-0073 東京都千代田区九段北3-2-2 B，R ロジェ T-1
TEL: 03-3234-1410

E-mail:hoiku@main.so-net.jp

一般社団法人 日本保育学会 事務局


